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市
は
５
月
19
日
、
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
１
０
０
㌕
超
級

の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
で
市
内
に
お
住

ま
い
の
篠
原
信
一
さ
ん
に
「
あ
づ

み
の
移
住
大
使
」
を
委
嘱
し
ま
し

た
。長

峰
山
山
頂
で
開
か
れ
た
委
嘱

式
で
、
太
田
寛
市
長
は
「
メ
ダ
リ

ス
ト
と
し
て
の
知
名
度
と
明
る
さ

で
全
国
に
安
曇
野
の
良
さ
を
発
信

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

６
月
12
日
、
３
年
ぶ
り
に
市
防
災

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

市
は
６
月
３
日
、「
災
害
時
等

に
お
け
る
宿
泊
施
設
の
提
供
に
関

す
る
協
定
」
を
市
内
6
宿
泊
事
業

者
と
締
結
し
、
市
役
所
で
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
通
常
の
避

難
所
で
は
過
ご
す
こ
と
が
困
難
な

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
要
支

援
者
に
宿
泊
施
設
（
最
大
１
５
０

部
屋
）
を
避
難
所
と
し
て
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢

篠
原
さ
ん
は
、「
安
曇
野
の
四
季

の
美
し
さ
や
食
に
魅
力
を
感
じ
て

移
住
を
決
め
た
。
住
ん
で
い
る
か

ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
魅
力
を
全
国

の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら
い

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
、
篠
原
さ
ん
に
は
大
使
と

し
て
移
住
希
望
者
向
け
の
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
で
自
身
の
移
住
経
験
や
安

曇
野
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

に
１
チ
ー
ム
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
５
チ
ー
ム
が
出
場
。仕
事
の
傍

ら
練
習
に
励
ん
で
き
た
選
手
た
ち

が
、操
作
の
迅
速
さ
・正
確
さ
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
は
、
第

11
分
団
（
穂
高
）
が
優
勝
。
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
は
第
11
分
団

（
穂
高
）
が
優
勝
、第
１
分
団
（
豊

科
）
が
準
優
勝
し
、
6
月
26
日
の

松
本
消
防
協
会
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

者
等
避
難
」
以
上
の
避
難
情
報
の

発
令
時
な
ど
に
該
当
施
設
に
避
難

「
あ
づ
み
の
移
住
大
使
」は「
ス

ポ
ー
ツ
大
使
」
に
続
く
就
任
と
な

り
ま
す
。

【
消
防
団
正
副
団
長
の
紹
介
】

令
和
４
年
４
月
よ
り
、
市
消
防

団
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
際
の
宿
泊
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

太
田
寛
市
長
は
「
支
援
が
必
要

な
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
避

難
場
所
の
確
保
に
協
力
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
避
難
情
報
が
出

さ
れ
た
際
は
た
め
ら
わ
ず
避
難
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

締
結
事
業
者

ホ
テ
ル
紫
山
荘
・
穂
高
タ
ウ
ン

ホ
テ
ル
・
あ
づ
み
野
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
・
フ
ァ
イ

ン
ビ
ュ
ー
室
山
・
ほ
り
で
ー
ゆ
～

四
季
の
郷

長峰山山頂で委嘱書を掲げる篠原信一さん
（左）と太田市長

安心できる避難所の提供に向けて協定を
締結 （写真 宿泊事業者と太田市長）

標的に向けて放水する消防団員

■
篠
原
信
一
さ
ん
が「
あ
づ
み
の
移
住
大
使
」に

■
訓
練
の
成
果
を
披
露　
市
ポ
ン
プ
操
法
大
会

■
災
害
時
に
要
支
援
者
等
の
避
難
先
を
確
保

有明あおぞら認定こども園のミニ田んぼで年長児約 40 人

による田植えが行われました。農と食の PR と自然保育の推

進のために、本年度初めて園庭に作られた約 15 平方㍍の田

んぼ。園児たちは順番に苗を植え、素足で感じる田んぼの

感触を思い思いに楽しんでいました。

田植え後は、きなこおむすびが振舞われ「おこひる」の文

化を田植えと一緒に学びました。丸山眞白ちゃんは「田んぼ

の中は温かかった。お米ができたらみんなで分け合っておい

しく食べたい」と植えた苗の成長を心待ちにしていました。

市は、経済産業省中小企業庁の
か ど の

野然
な り お

生長官を招き、中

小企業向け講演会を開きました。

　野長官は、「課題解決力以上に課題設定力が大切」と

力を込め、円滑な事業継承が事業発展のチャンスとなること

や、海外への販路拡大やＥＣ市場（※）の活用が稼ぎを得る

戦略であることを、事例を交え話しました。

講演会に出席した約 150 人は、企業の成長や生産性向上

に向けたポイントを真剣に聴講していました。
（※）インターネットを介しモノやサービスを売買するビジネス市場

5/23　 園庭ミニ田んぼ 田植え・おこひる

6/7　中小企業庁　⻆野長官講演会

裸足で感じる　自然と食の大切さ

世界経済の転換期をチャンスに

市政トピックス

安曇野市には 83 の区があります。区は、地域の輪を広げ、身近な環境を良くするよ
う地域住民が自主的に運営している組織です。ご近所の付き合いは、日頃の生活だけで
なく災害時には互いに助け合うなど、安全・安心な暮らしに欠かせません。誰もが住み
やすい地域となるよう、区の活動へご理解ご協力をお願いします。

【豊科 23 区】上鳥羽 與曽井浩・下鳥羽 百瀬康雄・本村 丸山一夫・吉野 小宮山忠・成相 藤原理康・新田 鈴木清文・寺所 細
萱美嗣・踏入 林光男・細萱 細川博水・重柳 田代隆志・真々部 二木一雄・たつみ原 北森茂・飯田 奥原康彦・下飯田 竹内眞・
中曽根 海野元秀・熊倉 山浦裕治・アルプス 百瀬陽子・徳治郎 髙橋茂・田沢 増澤尚德・小瀬幅 宮澤栄吉・大口沢 髙橋通明・
光 平林一義・桜坂 飯田誠【穂高 23 区】矢原 髙橋忠昭・白金 塚原信一・等々力 望月彰・等々力町 山﨑將宏・穂高町 降幡
成敏・穂高 西村康正・橋爪 遠藤和彦・耳塚 小林文一・富田 場々司・豊里 二村誠一・小岩嶽 堀内政文・嵩下 三澤健二郎・
新屋 秋山満邦・古厩 髙山明・立足 小林慈彦・柏原 望月穩照・久保田 古幡光由・塚原 宮尾憲昭・牧 寺島栄一・柏矢町 小松
俊道・島新田 髙橋永保・青木花見 遠藤秀利・狐島 髙山直樹【三郷 14 区】北小倉 上條盛榮・南小倉 中田昭治・東小倉 大栗勳・
室町 帶刀佳郎・野沢 髙嶋正章・上長尾 中澤和文・下長尾 齋藤兼美・楡 甕昭利・住吉 保崎健文・七日市場 木船章・一日市
場 降旗正雄・二木 中村竹治・及木 小松正志・中萱 宮澤一生【堀金 9 区】岩原 丸山峰雄・倉田 望月明男・上堀 青栁薫・中
堀 坪田繁秋・下堀 黒岩和彦・扇町 齋藤正・小田多井 平井省三・田尻 中村和夫・田多井 鹿川一郎【明科 14 区】大足 瀧澤
清志・光 平林辰門・宮中 丸山武・町 増沢伸一・明科 丸山恭一郎・潮 藤原三男・潮沢 小林正幸・木戸 小林良清・上生野 藤
原廣美・上押野 土肥三夫・下押野 木村正明・塩川原 冨岡福一・荻原 小出長幸・南陸郷 幅修一

■令和４年度の区長紹介（敬称略）

市
区
長
会
役
員

会長
土肥 三夫

明科地域区長会長

副会長（事務長）
細萱 美嗣

豊科地域区長会長

副会長（会計）
小松 正志

三郷地域区長会長

副会長
齋藤 正

堀金地域区長会長

副会長（会長代理）
二村 誠一

穂高地域区長会長

団 長（再任）
二木 弘

副団長（再任）
内川 正明

副団長（再任）
田口 広成

副団長（新任）
三澤 文彦

副団長（新任）
髙橋 稔


